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「緊急時対応に関わるセミナーと講演の会」を開催

　JANSIは10月31日、「緊急時対応に係るセミナーと講演
の会」を開催しました。当日は原子力事業者の防災担当者な
ど約70名が参加し活発な質疑応答が行われました。　
　福島第一原子力発電所事故のような過酷事故は発生頻度
が極めて少ないため、原子力事業者の防災緊急時組織が事
故発生時に機能するか否かの検証は、訓練を通して行う必要
があります。この訓練の実効性を高めることを目的に、
JANSIでは平成25年1月に原子力事業者と共同で「原子力
防災訓練ガイドライン」＊を作成しました。
　各事業者は、このガイドラインを参考にしながら発電所の
防災訓練の計画からその改善に至る一連の活動に取り組ん
でいます。JANSIは、これらの活動をモニターし、必要な助
言、具体的な提案を通じて、原子力防災訓練の改善・高度化
の後押しを行っています。
　このような活動の一環として、昨年度に引き続き原子力事
業者の防災緊急時対応業務の関係者を対象に「緊急時対応
に係るセミナーと講演の会」を開催しました。
　当日は、第1部として河田惠昭関西大学教授により「巨大
災害の危機管理の現状を知り、原子力災害に生かす」と題さ
れた講演が行われました。
　河田教授は、防災や緊急時対応、危機管理の分野で活躍
されています。今回は、原子力業界の外側からの辛口のご意

見を伺い、それを関係者の意識改革のばねとして、平時の活
動の活性化につなげることをねらいとしました。
　講演では、古文書等の記録から死者が1000人以上と推
定される「大規模災害」が日本で約15年間に一度の頻度
で起こっていること、中小災害への備えは出来ているが、大
規模災害への備えは十分に出来ていないことが指摘され
ました。
　また、日米の災害対応を比較し、日本の公共政策や災害へ
の備えにおける課題を整理し、特に国民としての危機管理へ
の心構えについて、示唆に富むお話を伺うことができました。
　第2部のセミナーでは日本エヌ・ユー・エス㈱から「米国に
おける緊急時対応に係る規制動向と事業者の対応状況」に
ついて説明を受けました。
　原子力防災訓練の実効性を高めていくために、国内の各事
業者の取り組みに関する情報を相互に共有すること、さらに
は海外の事例に学ぶことが大切です。本セミナーでは国内外
の先進事例を調査し、それを共有することを目的としています。
　今回は、この１年間に米国の緊急時対応分野の法整備に
おいて、特に進展の見られた分野について掘り下げた調査結
果が紹介され、参加者からは有意義な情報を入手できた、と
好評でした。

＊http://www.genanshin.jp/archive/disasterprevention/index.html

日本の原子力産業界における、
世界最高水準の安全性の追求
～たゆまぬエクセレンスの追求～

JANSIは、事業者の意向に影響されない独立性をもった仕組み・体制を構築し、事業
者に対して客観的に評価、提言・勧告及び支援を行い、原子力施設の安全性向上に向
けた不断の取組みを牽引します。

●安全性向上対策の評価と提言・勧告及び支援
●原子力施設の評価と提言・勧告及び支援
●事業者及びJANSIを支える基盤業務

活動の概要

河田関西大学教授による講演
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●当協会ＨＰには、より詳細な情報を掲載しております。ぜひご閲覧下さい。 http://www.genanshin.jp/

　10月8日(水)～10日(金)米国アリゾナ州フェニックスに
て「日米CNOリーダーシップ会議」を開催しました。
　本会議は、米国原子力発電運転協会（INPO）とJANSIが
共催する会議で、原子力の安全性向上等についての経験情
報の共有や日米安全文化向上等を目的として昨年より実施
しています。
　今回は、日米の電力会社の原子力部門最高責任者（CNO）
ら総勢50余名が一堂に会し、「福島事故からの教訓」「長期
停止プラントの運転再開経験」「安全性向上への取り組み」
「確率論的リスク評価（PRA）活用」などについて、プレゼン
テーションやパネルディスカッションを通じて活発な意見交
換が行われました。
　また、国家SAFER対応センター(NSRC＊)やパロヴェルデ
原子力発電所(PWR)の視察も行われました。
　原子力発電所の安全性向上は、日米原子力事業者および

INPO、JANSIにとって最優先事項であり、今後とも日米の
CNOは協力・連携関係をより深めていくことといたしました。
JANSIはINPOの協力のもと、この交流をより有効なものに
していくよう、継続的に取り組んで参ります。

日米CNOリーダーシップ会議を開催

JANSI Annual Conference 2015を開催予定

　JANSI Annual Conference 2015 を来年 4 月 23 日にイ
イノホールにて開催します。現在、プログラム等詳細について検
討を行っております。
　このカンファレンスは、JANSI の活動成果を会員のみならず広
く国内外の原子力関係者にご報告するとともにご意見をいただく
目的で開催するもので、今年４月に引き続き２回目の開催となり
ます。
　前回は JANSI のこれまでの活動成果報告と国内外の専門家に
よる講演やパネルディスカッションを組み合わせた内容で行い、参
加者から高い評価をいただきました。
　詳細が決まり次第、ご案内を差し上げますのでご参加をお願い
致します。

原子炉主任技術者研修を実施

　10月21日から23日まで各電力会社の原子炉主任技術
者等20名が参加して、原子力安全の向上に必要な知識の
整理と解析演習を通じて総合的な原子力安全への感性を

研ぎ澄ませることを目的とした研修を行いました。
　当日は、安全文化について松浦代表の講演、福島事故発
生当時の発電所幹部による事故対応の振り返り、炉心溶融
から水素爆発に至るメ
カニズムの考察、海外有
識者によるPRAの海外
活用事例等の講義が行
われました。さらに、炉
心露出事故時の炉心崩
壊挙動や全交流電源喪
失事象の解析演習など
盛りだくさんの内容で
行われました。

＊NSRCは、米国内の原子力発電所に、緊急時対応用の機器・機材を24時
間以内に輸送を可能とするために設立された保管施設で、フェニックスの
他テネシー州メンフィスに設立されています。

日米のCNOが一堂に会した会議の様子

研修の状況

クレーガー チューリッヒ工科大学教授
（JANSI技術評価委員）によるPRA活用事例
に関する講演

前回行われたカンファレンスの模様


